
令和８年７月１７日 

文化審議会の答申 

～重要無形文化財の指定及び保持者の認定等～ 

＜担当＞ 文化庁参事官（伝統文化・生活文化担当） 

参事官 武藤 高之  （内線 9550） 

参事官補佐  平桑 正利 （内線 9554） 

主任文化財調査官（芸能部門） 𠮷田 純子 （内線 9560） 

主任文化財調査官（工芸技術部門） 生田 ゆき （内線 9721） 

調整係主任 安井 絵美 （内線 9718） 

電話：075-451-4111（代表） 

075-451-9718（直通）

文化審議会（会長 日比野
ひ び の

 克彦
かつひこ

）は、７月１７日（金）に開催された同審議会文化

財分科会の審議・議決を経て、別紙のとおり重要無形文化財の指定及び保持者の認定等

について、文部科学大臣に答申しましたので、お知らせします。 

詳しくは、別紙の資料「Ⅰ．答申内容」「Ⅱ．解説」「Ⅲ．参考」を御覧ください。 



 

 



 

Ⅰ．答申内容 

 

１．重要無形文化財の指定及び保持者の認定（各個認定） 

年齢は令和８年７月１７日現在 

重要無形文化財  保    持    者  

名 称 氏名（芸名・雅号） 生年月日（年齢） 住 所 

（芸能の部）    

長
なが

唄
うた

鳴
なり

物
もの

 
𠮷
よし

田
だ

 善
よし

男
お

 

（藤
とう

舎
しゃ

 秀
しゅう

蓬
ほう

） 

昭和２１年１０月２９日 

（満７９歳） 
東京都新宿区 

 

２．重要無形文化財の保持者の追加認定（各個認定） 

年齢は令和８年７月１７日現在 

重要無形文化財  保    持    者  

名 称 氏名（芸名・雅号） 生年月日（年齢） 住 所 

（芸能の部）    

清元
きよもと

節
ぶし

浄
じょう

瑠
る

璃
り

 
小
こ

柳
やなぎ

 吉弘
よしひろ

 

（清元
きよもと

 美
よし

寿
じゅ

太夫
だ ゆ う

） 

昭和１８年１月２９日 

（満８３歳） 
東京都中央区 

（工芸技術の部）    

蒟醬
き ん ま

 藤田
ふ じ た

 正堂
まさどう

 
昭和３３年８月２５日 

（満６７歳） 
青森県弘前市 

鍛
たん

金
きん

 
三
み

好
よし

 光
みつ

正
まさ

 

（三
み

好
よし

 正
まさ

豊
とよ

） 

昭和２６年６月８日 

（満７５歳） 
大阪府吹田市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（別紙） 
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３．重要無形文化財の保持者の団体の構成員の追加認定（総合認定） 

年齢は令和８年７月１７日現在 

重要無形文化財 

名称 保持者及び代表者 所在地及び団体名 

人形
にんぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

文楽
ぶんらく

 

人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

文
ぶん

楽
らく

座
ざ

座
ざ

員
いん

 

太夫
た ゆ う

    林
はやし

 雄
ゆう

治
じ

 

（豊
とよ

竹
たけ

 若
わか

太夫
た ゆ う

） 

三味線
しゃみせん

  中
なか

能
の

島
しま

 浩
ひろし

 

（鶴
つる

澤
ざわ

 清
せい

治
じ

） 

人形
にんぎょう

    荻
おぎ

野
の

 恒
つね

利
とし

 

（吉
よし

田
だ

 和
かず

生
お

） 

大阪府大阪市中央区日本橋 

１－１２－１０ 

独立行政法人日本芸術文化振興会 

国立文楽劇場内 

 

人形浄瑠璃文楽座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保    持    者 

氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

人形（１名） 

大
おお

槻
つき

 祐
ゆう

次
じ

 桐
きり

竹
たけ

 勘
かん

次
じ

郎
ろう

 昭和５８年１０月２１日（満４２歳） 大阪府 
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重要無形文化財 

名称 保持者及び代表者 所在地及び団体名 

能
のう

楽
がく

 

一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

日
に

本
ほん

能
のう

楽
がく

会
かい

会
かい

員
いん

 

金
こん

剛
ごう

 永
ひさ

謹
のり

 

東京都豊島区東池袋３-２０-６ 

岩波ビル４０１号 

 

一般社団法人日本能楽会 

 

保    持    者 

氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

シテ方（観世流）（８名） 

安
あん

藤
どう

 貴
たか

康
やす

  昭和５１年１１月１７日（満４９歳） 神奈川県 

𫝆
いま

村
むら

 嘉
よし

太
た

郎
ろう

 今
いま

村
むら

 嘉
よし

太
た

郎
ろう

 昭和５５年４月２３日（満４６歳） 福岡県 

多
た

久
く

島
しま

 法
のり

子
こ

  昭和５６年６月１９日（満４５歳） 福岡県 

𫝆
いま

村
むら

 哲
てつ

朗
ろう

 今
いま

村
むら

 哲
てつ

朗
ろう

 昭和５６年１１月２９日（満４４歳） 大阪府 

柑
こう

子
じ

山
やま

 千
ち

景
かげ

 寺
てら

井
い

 千
ち

景
かげ

 昭和５７年１０月２２日（満４３歳） 神奈川県 

青
あお

木
き

 健
けん

一
いち

  昭和５７年１１月２９日（満４３歳） 東京都 

大
おお

江
え

 広
こう

祐
すけ

  昭和５８年６月２日（満４３歳） 京都府 

河
かわ

村
むら

 浩
こう

太
た

郎
ろう

  昭和６０年１２月１５日（満４０歳） 京都府 

シテ方（宝生流）（３名） 

佐
さ

野
の

 弘
こう

宜
き

  昭和５８年９月６日（満４２歳） 東京都 

𫝕
たつ

巳
み

 大
だい

二
じ

郎
ろう

 辰
たつ

巳
み

 大
だい

二
じ

郎
ろう

 昭和５８年１１月６日（満４２歳） 東京都 

金
かな

森
もり

 良
よし

充
みつ

  昭和５９年４月１５日（満４２歳） 東京都 

シテ方（金剛流）（２名） 

山
やま

口
ぐち

 尚
たか

志
し

  昭和３９年９月１９日（満６１歳） 京都府 

宇
う

髙
だか

 徳
のり

成
しげ

  昭和６０年８月１２日（満４０歳） 京都府 

シテ方（喜多流）（２名） 

塩
しお

津
つ

 圭
けい

介
すけ

  昭和５９年１０月２７日（満４１歳） 東京都 

佐
さ

藤
とう

 寛
ひろ

泰
やす

  昭和６１年４月２７日（満４０歳） 東京都 
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保    持    者 

氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

ワキ方（高安流）（１名） 

佐
さ

々
さ

木
き

 治
はる

彦
ひこ

 久
きゅう

馬
ま

 治
はる

彦
ひこ

 昭和４１年１月２０日（満６０歳） 京都府 

ワキ方（福王流）（１名） 

福
ふく

王
おう

 知
とも

登
たか

  昭和５６年１２月２８日（満４４歳） 兵庫県 

笛方(一噌流）（２名） 

小
お

野
の

寺
でら

 竜
りゅう

一
いち

  昭和４９年１１月２６日（満５１歳） 東京都 

藤
ふじ

田
た

 貴
たか

寛
ひろ

  昭和５８年１２月３日（満４２歳） 東京都 

笛方（森田流）（３名） 

齊
さい

藤
とう

 敦
あつし

 斉
さい

藤
とう

 敦
あつし

 昭和４８年１２月２１日（満５２歳） 大阪府 

栗
くり

林
ばやし

 祐
ゆう

輔
すけ

  昭和５２年２月２７日（満４９歳） 神奈川県 

武
たけ

田
だ

 真
しん

太
た

朗
ろう

 杉
すぎ

 信
しん

太
た

朗
ろう

 昭和６１年４月８日（満４０歳） 京都府 

小鼓方（幸流）（２名） 

森
もり

 貴
たか

史
し

  昭和５０年２月１６日（満５１歳） 東京都 

林
はやし

 大
ひろ

輝
き

  昭和５９年７月１２日（満４２歳） 京都府 

太鼓方（金春流）（２名） 

大
おお

川
かわ

 典
のり

良
よし

  昭和４８年９月２５日（満５２歳） 千葉県 

金
こん

春
ぱる

 國
くに

直
なお

 金春
こんぱる

 惣
そう

右衛門
え も ん

 昭和６２年７月８日（満３９歳） 東京都 

狂言方（大蔵流）（４名） 

若
わか

松
まつ

 隆
たかし

  昭和３４年１月３日（満６７歳） 神奈川県 

茂
しげ

山
やま

 忠
ただ

亮
あき

 善
ぜん

竹
ちく

 忠
ただ

亮
あき

 昭和５５年２月６日（満４６歳） 兵庫県 

茂
しげ

山
やま

 大
だい

二
じ

郎
ろう

 善
ぜん

竹
ちく

 大
だい

二
じ

郎
ろう

 昭和５６年６月２２日（満４５歳） 東京都 

茂
しげ

山
やま

 童
どう

司
じ

 茂
しげ

山
やま

 千
せん

之
の

丞
じょう

 昭和５８年４月２日（満４３歳） 京都府 

狂言方（和泉流）（３名） 

鹿
か

島
しま

 俊
とし

裕
ひろ

  昭和５０年１０月６日（満５０歳） 愛知県 

三
み

宅
やけ

 右
すけ

矩
のり

  昭和５８年９月３日（満４２歳） 東京都 

三
み

宅
やけ

 近
ちか

成
なり

  昭和６０年１２月４日（満４０歳） 東京都 
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重要無形文化財 

名称 保持者及び代表者 所在地及び団体名 

歌舞伎
か ぶ き

 

一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

伝
でん

統
とう

歌
か

舞
ぶ

伎
き

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

 

寺
てら

嶋
じま

 秀
ひで

幸
ゆき

（尾上
お の え

 菊
きく

五
ご

郎
ろう

） 

東京都千代田区隼町４-１ 

独立行政法人日本芸術文化振興会 

国立劇場内 

 

一般社団法人伝統歌舞伎保存会 

 

保    持    者 

氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

俳優（７名） 

鉢
はち

蠟
ろう

 出
いずる

 中
なか

村
むら

 蝶
ちょう

八
はち

郎
ろう

 昭和４４年１０月５日（満５６歳） 東京都 

青
あお

木
き

 政
まさ

憲
のり

 大
おお

谷
たに

 廣
ひろ

太
た

郎
ろう

 平成４年６月１０日（満３４歳） 東京都 

青
あお

木
き

 孝
たか

憲
のり

 大
おお

谷
たに

 廣
ひろ

松
まつ

 平成５年７月２１日（満３２歳） 東京都 

森
もり

正
まさ

 琢
たく

磨
ま

 中
なか

村
むら

 莟
かん

玉
ぎょく

 平成８年９月１２日（満２９歳） 東京都 

林
はやし

 虎
とら

之
の

介
すけ

 中
なか

村
むら

 虎
とら

之
の

介
すけ

 平成１０年１月８日（満２８歳） 東京都 

渡
わた

邊
なべ

 大
だい

 中
なか

村
むら

 鷹
たか

之
の

資
すけ

 平成１１年４月１１日（満２７歳） 東京都 

中
なか

村
むら

 宜
よし

生
お

 中
なか

村
むら

 歌
うた

之
の

助
すけ

 平成１３年９月１０日（満２４歳） 東京都 

囃子（２名） 

木
き

村
むら

 協
きょう

平
へい

 望
もち

月
づき

 太
た

喜
き

之
の

助
すけ

 昭和４５年９月１９日（満５５歳） 千葉県 

深
ふか

澤
さわ

 拓
たく

 望
もち

月
づき

 太
た

喜
き

十
じゅう

朗
ろう

 昭和５３年３月２５日（満４８歳） 神奈川県 

竹本（１名） 

鎌
かま

田
だ

 雅
まさ

啓
ひろ

 竹本
たけもと

 鳴
なる

門
と

太夫
だゆう

 昭和３４年８月２日（満６６歳） 千葉県 
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重要無形文化財 

名称 保持者及び代表者 所在地及び団体名 

組
くみ

踊
おどり

 

一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

伝
でん

統
とう

組
くみ

踊
おどり

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

 

山
やま

城
しろ

 暁
あきら

 

沖縄県浦添市勢理客４-１４-１ 

国立劇場おきなわ内 

 

一般社団法人伝統組踊保存会 

 

保    持    者 

氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

立方（５名） 

東
あがり

江
え

 裕
ゆう

吉
きち

  昭和５０年５月３１日（満５１歳） 沖縄県 

新
あら

垣
かき

 悟
さとる

  昭和５０年９月１９日（満５０歳） 沖縄県 

神
かみ

谷
や

 武
たけ

史
ふみ

  昭和５０年９月２０日（満５０歳） 沖縄県 

嘉
か

数
かず

 道
みち

彦
ひこ

  昭和５４年８月３０日（満４６歳） 沖縄県 

宮
みや

城
ぎ

 茂
しげ

雄
お

  昭和５７年１月６日（満４４歳） 沖縄県 

歌三線（２名） 

照
てる

喜
き

名
な

 朝
とも

国
くに

 照
てる

喜
き

名
な

 朝
とも

國
くに

 昭和４７年１月５日（満５４歳） 沖縄県 

花
はな

城
しろ

 英
ひで

樹
き

  昭和４８年４月１１日（満５３歳） 沖縄県 

箏（１名） 

安
あ

慶
げ

名
な

 久
く

美
み

子
こ

  昭和２５年７月１３日（満７６歳） 沖縄県 

太鼓（１名） 

國
こく

場
ば

 秀
ひで

治
はる

  昭和３３年１１月６日（満６７歳） 沖縄県 
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重要無形文化財 

名称 保持者及び代表者 所在地及び団体名 

一
いっ

中
ちゅう

節
ぶし

 

一
いっ

中
ちゅう

節
ぶし

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

 

梅
うめ

津
つ

 ふじ（宇
う

治
じ

 紫
し

文
ぶん

） 

東京都港区新橋４-１５-４  

叶家方 

一般財団法人古曲会内 

 

一中節保存会 

 

保    持    者 

氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

太夫（１名） 

川
かわ

村
むら

 京
きょう

子
こ

 都
みやこ

 一
いち

すみ 昭和２２年５月２４日（満７９歳） 東京都 

三味線（１名） 

永
なが

井
い

 知
ち

寿
ず

 都
みやこ

 一
いち

志
し

朗
ろう

 昭和４７年７月７日（満５４歳） 東京都 
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重要無形文化財 

名称 保持者及び代表者 所在地及び団体名 

清
きよ

元
もと

節
ぶし

 

清
きよ

元
もと

節
ぶし

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

 

岡
おか

村
むら

 清
せい

太
た

郎
ろう

（清
きよ

元
もと

 延
えん

寿
じゅ

太夫
だ ゆ う

） 

東京都港区六本木 

４-２-５０-３１３ 

 

清元節保存会 

 

保    持    者 

氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

太夫（２名） 

森
もり

山
やま

 優
ゆ

實
み

子
こ

 清
きよ

元
もと

 延
のぶ

初
はつ

磨
ま

 昭和２２年９月２７日（満７８歳） 東京都 

露
つゆ

木
き

 克
かつ

弥
や

 清
きよ

元
もと

 清
きよ

栄
え

太夫
だゆう

 昭和４０年５月１８日（満６１歳） 東京都 
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重要無形文化財 

名称 保持者及び代表者 所在地及び団体名 

長
なが

唄
うた

 

伝
でん

統
とう

長
なが

唄
うた

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

 

吉
よし

田
だ

 成
しげ

一
かず

（松
まつ

永
なが

 忠
ちゅう

五
ご

郎
ろう

） 

東京都新宿区西新宿６-１２-３０ 

芸能花伝舎Ａ棟２Ｆ 

一般社団法人長唄協会内 

 

伝統長唄保存会 

 

保    持    者 

氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

唄（９名） 

下
しも

平
だいら

 和
かず

子
こ

 松
まつ

崎
ざき

 梅
うめ

佳
か

 昭和１７年１２月１日（満８３歳） 埼玉県 

小
こ

山
やま

 孝
たか

惠
え

 東
とう

音
おん

 小
こ

山
やま

 孝
たか

惠
え

 昭和２２年６月３０日（満７９歳） 東京都 

水
みず

口
ぐち

 光
てる

江
え

 吉
よし

住
ずみ

 小
こ

美
み

園
その

 昭和２２年１１月１２日（満７８歳） 愛知県 

岩
いわ

瀬
せ

 尚
なお

美
み

 東
とう

音
おん

 岩
いわ

瀬
せ

 尚
なお

美
み

 昭和２３年４月２８日（満７８歳） 東京都 

大
おお

森
もり

 多
た

津
づ

子
こ

 東
とう

音
おん

 大
おお

森
もり

 多
た

津
づ

子
こ

 昭和２３年７月３０日（満７７歳） 神奈川県 

遠
えん

藤
どう

 廣
ひろ

子
こ

 貴
き

音
おん

 廣
ひろ

 昭和２３年１１月２４日（満７７歳） 東京都 

中
なか

村
むら

 洋
よう

子
こ

 杵
きね

屋
や

 勝
かつ

一
いち

佳
か

 昭和２４年１月７日（満７７歳） 東京都 

佐
さ

藤
とう

 輝
てる

昭
あき

 杵
きね

屋
や

 六郎
ろくろう

 昭和２４年１１月２３日（満７６歳） 東京都 

髙
たか

野
の

 秀
ひで

子
こ

 杵
きね

屋
や

 六
ろく

 昭和３７年２月６日（満６４歳） 東京都 

三味線（１０名） 

簑
みの

田
だ

 司
し

郎
ろう

 東
とう

音
おん

 簑
みの

田
だ

 司
し

郎
ろう

 昭和３１年２月５日（満７０歳） 東京都 

赤
あか

星
ほし

 喜
よし

康
やす

 杵
きね

屋
や

 弥
や

佶
きち

 昭和３４年９月１９日（満６６歳） 東京都 

桂
かつら

 悦
えつ

子
こ

 杵
きね

屋
や

 六
ろく

太
た

郎
ろう

 昭和３５年７月５日（満６６歳） 東京都 

宮
みや

田
た

 由
ゆ

多
た

加
か

 東
とう

音
おん

 宮
みや

田
た

 由
ゆ

多
た

加
か

 昭和３９年１２月２３日（満６１歳） 東京都 

塚
つか

原
はら

 勝
かつ

利
とし

 岡
おか

安
やす

 祐
ゆう

三
ざぶ

朗
ろう

 昭和４１年２月３日（満６０歳） 東京都 

渡
わた

辺
なべ

 正
ただし

 杵
きね

屋
や

 勝
かつ

一
いち

郎
ろう

 昭和４１年１１月３０日（満５９歳） 東京都 

中
なか

島
じま

 健
けん

嗣
じ

 今
いま

藤
ふじ

 長
ちょう

龍
たつ

郎
ろう

 昭和４４年３月２６日（満５７歳） 東京都 

幸
こう

田
だ

 美
よし

文
ふみ

 岡
おか

安
やす

 喜
き

三
さぶ

郎
ろう

 昭和４４年９月３０日（満５６歳） 東京都 

楢
なら

﨑
ざき

 靖
やす

之
し

 杵
きね

屋
や

 佐
さ

助
すけ

 昭和４５年８月１２日（満５５歳） 愛知県 
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保    持    者 

氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

杉
すぎ

本
もと

 一
かず

太
た

 稀
き

音
ね

家
や

 六
ろく

四
し

郎
ろう

 昭和６１年３月４日（満４０歳） 東京都 

鳴物（１２名） 

松
まつ

永
なが

 好
よし

正
まさ

 望
もち

月
づき

 左
さ

太
た

郎
ろう

 昭和２３年９月２８日（満７７歳） 東京都 

浦
うら

井
い

 美
み

枝
え

子
こ

 望
もち

月
づき

 喜
き

美
み

 昭和２６年４月２３日（満７５歳） 東京都 

河
かわ

井
い

 継
つぐ

之
ゆき

 鳳
ほう

聲
せい

 晴
はる

之
ゆき

 昭和３１年１２月１３日（満６９歳） 東京都 

伊
い

藤
とう

 博
ひろし

 住
すみ

田
た

 長十郎
ちょうじゅうろう

 昭和３２年１０月７日（満６８歳） 東京都 

深
ふか

瀨
せ

 留
る

美
み

 堅
かた

田
だ

 喜
き

代
よ

 昭和３５年３月２９日（満６６歳） 静岡県 

大
おお

原
はら

 信
のぶ

正
まさ

 藤
とう

舎
しゃ

 円
えん

秀
しゅう

 昭和３６年２月１３日（満６５歳） 東京都 

柏
かしわ

崎
ざき

 英
ひで

彦
ひこ

 藤
とう

舎
しゃ

 清
きよ

之
ゆき

 昭和３６年３月１日（満６５歳） 神奈川県 

内
うち

田
だ

 徹
とおる

 福
ふく

原
はら

 徹
とおる

 昭和３６年８月１９日（満６４歳） 東京都 

小
こ

竹
たけ

 弘
こう

一
いち

 梅
うめ

屋
や

 福
ふく

三
さぶ

郎
ろう

 昭和３７年２月２３日（満６４歳） 東京都 

明
あか

石
し

 英
えい

嗣
じ

 望
もち

月
づき

 太
た

明
め

藏
ぞう

 昭和３９年７月２０日（満６１歳） 大阪府 

伊
い

熊
くま

 三
みつ

雅
まさ

 福
ふく

原
はら

 鶴
つる

十
じゅう

郎
ろう

 昭和４０年６月４日（満６１歳） 東京都 

栗
く り

田
た

 和
かず

哉
や

 梅
うめ

屋
や

 右
う

近
こん

 昭和４２年５月９日（満５９歳） 埼玉県 
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重要無形文化財 

名称 保持者及び代表者 所在地及び団体名 

日
に

本
ほん

舞
ぶ

踊
よう

 

日
に

本
ほん

舞
ぶ

踊
よう

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

 

觀
かん

世
ぜ

 三
み

千
ち

子
こ

（井上
いのうえ

 八千代
や ち よ

） 

東京都中央区勝どき４-６-２ 

パークタワー勝どきミッド４１０ 

公益社団法人日本舞踊協会内 

 

日本舞踊保存会 

 

保    持    者 

氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

立方（３６名） 

高
たか

橋
はし

 ルミ 藤
ふじ

間
ま

 富
ふ

士
じ

齋
さい

 昭和９年９月７日（満９１歳） 熊本県 

實
じつ

川
かわ

 和
かず

子
こ

 井上
いのうえ

 和
かず

枝
え

 昭和１３年２月１０日（満８８歳） 京都府 

近
こん

藤
どう

 太
た

郎
ろう

 花
はな

柳
やぎ

 芳
よし

綱
つな

 昭和１４年９月１０日（満８６歳） 兵庫県 

上
うえ

野
の

 孝
たか

子
こ

 花
はな

柳
やぎ

 茂
しげ

珠
じゅ

 昭和１５年２月１０日（満８６歳） 東京都 

櫻
さくら

井
い

 禮
れい

子
こ

 花
はな

柳
やぎ

 禮
れい

次郎
じろう

 昭和１５年１１月３０日（満８５歳） 兵庫県 

米
よね

津
づ

 芳
よし

子
こ

 若
わか

柳
やぎ

 吟
ぎん

 昭和１７年８月３日（満８３歳） 京都府 

澤
さわ

田
だ

 禮
れい

子
こ

 花
はな

柳
やぎ

 双
そう

 昭和１７年９月１６日（満８３歳） 京都府 

浅
あさ

見
み

 弘
ひろ

子
こ

 坂
ばん

東
どう

 三
み

津
つ

映
てる

 昭和１８年１月１日（満８３歳） 東京都 

高
たか

田
だ

 志
し

郎
ろう

 若
わか

柳
やぎ

 幸
こう

志
し

郎
ろう

 昭和１８年１月３日（満８３歳） 大阪府 

古
ふる

川
かわ

 洋
よう

子
こ

 若
わか

柳
やぎ

 力
りき

代
よ

 昭和１８年３月１９日（満８３歳） 岩手県 

村
むら

木
き

 まり子
こ

 若
わか

柳
やぎ

 衣
きぬ

江
え

 昭和１８年１２月５日（満８２歳） 岩手県 

新
にい

納
のう

 洋
よう

子
こ

 藤
ふじ

間
ま

 勘
かん

恵
え

理
り

 昭和２０年４月１１日（満８１歳） 東京都 

西
にし

原
はら

 和
かず

 花
はな

柳
やぎ

 和
かず

 昭和２０年７月１３日（満８１歳） 東京都 

吉
よし

森
もり

 久
く

見
み

子
こ

 藤
ふじ

間
ま

 藤
と

於
お

子
こ

 昭和２１年１月１０日（満８０歳） 大阪府 

武
む

藤
とう

 惠
けい

子
こ

 若
わか

柳
やぎ

 吉
きち

以
い

 昭和２１年１月２２日（満８０歳） 東京都 

森
もり

長
なが

 淳
あつ

子
こ

 吾
あ

妻
づま

 春
はる

千
ち

穂
ほ

 昭和２１年１１月２３日（満７９歳） 東京都 

山
やま

本
もと

 圭
けい

子
こ

 藤
ふじ

間
ま

 莉
り

佳
か

子
こ

 昭和２２年１月４日（満７９歳） 兵庫県 

井上
いのうえ

 英
えい

一
いち

 音
おと

羽
わ

 菊
きく

蔵
ぞう

 昭和２２年２月２４日（満７９歳） 奈良県 

    

11



 

保    持    者 

氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

床
とこ

田
だ

 順
じゅん

一
いち

 山
やま

村
むら

 若
わか

峯
ほう

董
どう

 昭和２２年４月２２日（満７９歳） 大阪府 

花
はな

山
やま

 愛
あい

子
こ

 坂
ばん

東
どう

 愛
あい

 昭和２２年５月６日（満７９歳） 東京都 

北
きた

嶋
じま

 晶
あき

子
こ

 西
にし

川
かわ

 喜
き

晶
しょう

 昭和２２年７月２１日（満７８歳） 東京都 

長
なが

瀨
せ

 眞
しん

三
ぞう

 坂
ばん

東
どう

 三
み

信
のぶ

之
の

輔
すけ

 昭和２２年９月３日（満７８歳） 東京都 

平
ひら

部
べ

 惠
けい

治
じ

 藤
ふじ

間
ま

 仁
じん

章
しょう

 昭和２２年９月１９日（満７８歳） 東京都 

田
た

中
なか

 一
かず

男
お

 市
いち

山
やま

 松
まつ

十
じゅう

郎
ろう

 昭和２２年１２月３日（満７８歳） 東京都 

三
み

野
の

 善
よし

一
かず

 藤
ふじ

間
ま

 勢
せい

之
の

助
すけ

 昭和２４年４月６日（満７７歳） 東京都 

若
あさな

木
ぎ

 文
ふみ

子
こ

 西
にし

川
かわ

 扇
せん

文
ふみ

女
じょ

 昭和２７年１０月２５日（満７３歳） 東京都 

西
にし

岡
おか

 美
み

江
え

 坂
ばん

東
どう

 以
い

津
つ

緒
お

 昭和３１年５月１日（満７０歳） 神奈川県 

秋
あき

庭
ば

 一
いち

郎
ろう

 松
まつ

島
しま

 金
きん

昇
しょう

 昭和３１年６月１２日（満７０歳） 東京都 

内
うち

堀
ぼり

 祐
ゆう

子
こ

 西
にし

川
かわ

 祐
ゆう

子
こ

 昭和３２年９月１３日（満６８歳） 東京都 

平
ひら

田
た

 典
のり

子
こ

 泉
いずみ

 翔
しょう

蓉
よう

 昭和３３年６月９日（満６８歳） 神奈川県 

ディクソン 雅
まさ

子
こ

 西川
にしかわ

 まさ子
こ

 昭和３５年８月２５日（満６５歳） 愛知県 

吉
よし

本
もと

 和
かず

典
のり

 西
にし

川
かわ

 扇
せん

与
よ

一
いち

 昭和３７年９月１８日（満６３歳） 東京都 

戸
と

澤
ざわ

 良
りょう

 吉
よし

村
むら

 古
こ

ゆう 昭和３９年８月５日（満６１歳） 京都府 

松
まつ

留
とめ

 由佳
ゆ か

 花
はな

柳
やぎ

 貴
き

代
よ

人
ひと

 昭和４１年９月２６日（満５９歳） 東京都 

山
やま

村
むら

 光
ひかり

  昭和４１年９月２９日（満５９歳） 大阪府 

今
こん

野
の

 典
のり

子
こ

 花
はな

柳
やぎ

 昌
しょう

太
た

朗
ろう

 昭和４２年１２月１６日（満５８歳） 東京都 

長唄（唄）（２名） 

杵
きね

家
や

 吉
よし

彦
ひこ

 杵
きね

屋
や

 喜
き

三
さぶ

郎
ろう

 昭和３１年３月２０日（満７０歳） 東京都 

中
なか

川
がわ

 貴
たか

史
し

 今
いま

藤
ふじ

 政
まさ

貴
き

 昭和４０年９月２８日（満６０歳） 東京都 

長唄（三味線）（１名） 

伊
い

藤
とう

 祐
ゆう

介
すけ

 稀
き

音
ね

家
や

 祐
ゆう

介
すけ

 昭和３２年４月８日（満６９歳） 東京都 

長唄（鳴物）（２名） 

𠮷
よし

田
だ

 善
よし

男
お

 藤
とう

舎
しゃ

 秀
しゅう

蓬
ほう

 昭和２１年１０月２９日（満７９歳） 東京都 

春日
かすが

 徹
てつ

彦
ひこ

 福
ふく

原
はら

 徹
てつ

彦
ひこ

 昭和３８年２月３日（満６３歳） 東京都 
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保    持    者 

氏名 芸名 生年月日（年齢） 住所 

常磐津節（太夫）（１名） 

福
ふく

島
しま

 久
ひさ

登
と

 常磐
ときわ

津
ず

 仲
なか

重
え

太夫
だゆう

 昭和３２年２月１７日（満６９歳） 群馬県 

清元節（太夫）（１名） 

露
つゆ

木
き

 克
かつ

弥
や

 清
きよ

元
もと

 清
きよ

栄
え

太夫
だゆう

 昭和４０年５月１８日（満６１歳） 東京都 

清元節（三味線）（２名） 

長
は

谷
せ

川
がわ

 千
ち

春
はる

 清
きよ

元
もと

 紫
し

葉
よう

 昭和３３年１月２８日（満６８歳） 東京都 

林
はやし

 英
えい

治
じ

 清
きよ

元
もと

 志
し

寿
ず

造
ぞう

 昭和３８年１０月２６日（満６２歳） 東京都 
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Ⅱ．解説 

 

〔１．重要無形文化財の指定及び保持者の認定（各個認定）〕 

 

（芸能の部） 

 

１ 長唄
ながうた

鳴物
なりもの

  𠮷
よし

田
だ

 善
よし

男
お

（芸名 藤
とう

舎
しゃ

 秀
しゅう

蓬
ほう

） 

「長唄
ながうた

鳴物
なりもの

」は、平成５年４月１５日に重要無形文化財に指定されたが、令和８年

２月４日、保持者の逝去により指定が解除された。今回、改めて指定するとともに、

𠮷田氏をその保持者として認定するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）重要無形文化財の指定について 

①名称 

長唄
ながうた

鳴物
なりもの

 

 

②重要無形文化財の概要 

長唄は、１８世紀以降に歌舞伎音楽として発達し、その後、歌舞伎から離れた純

（𠮷
よし

田
だ

 善
よし

男
お

 氏） （演奏中の𠮷田氏） 
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粋の音楽としても展開した三味線音楽であり、唄と三味線、それに笛、小鼓、大鼓、

太鼓等から成る鳴物で構成される。  

長唄鳴物は、長唄の多くの曲で奏されて曲趣を盛り上げるばかりでなく、歌舞伎

や日本舞踊の芸術的表現にも大きな役割を果たしている。 

以上のように、長唄鳴物は、芸術上特に価値が高く、芸能史上特に重要な地位を

占めるものであり、長唄の構成上重要な要素をなす技法である。 

 

（２）保持者の認定について 

①保持者 

氏  名 𠮷
よし

田
だ

 善
よし

男
お

（芸名 藤舎
とうしゃ

 秀
しゅう

蓬
ほう

） 

生年月日 昭和２１年１０月２９日（満７９歳） 

住  所 東京都新宿区 

 

②保持者の特徴 

同人は、長
なが

唄
うた

鳴
なり

物
もの

（笛）の技法を高度に体現する演奏家として活躍し、卓越した

技量を示し、高く評価されている。また、斯界の発展及び後進の指導・育成にも尽

力している。 

 

③保持者の概要 

同人は、昭和２１年、藤
とう

舎
しゃ

流笛の初世藤舎秀
しゅう

蓬
ほう

の次男として滋賀県に生まれた。

１２歳の頃より父から笛の手ほどきを受け、昭和３３年に初舞台を務め、やがて三

世今
いま

藤
ふじ

長
ちょう

十
じゅう

郎
ろう

（昭和５９年重要無形文化財「長唄三味線」（各個認定）保持者）、

今藤綾
あや

子
こ

（同６２年重要無形文化財「長唄三味線」（各個認定）保持者）、伯父の四

世藤舎呂
ろ

船
せん

に師事して修業を重ねた。さらに東京芸術大学音楽学部邦楽科在学中は、

六世福原
ふくはら

百
ひゃく

之
の

助
すけ

（後の寶
たから

山
さん

左
ざ

衛
え

門
もん

、平成５年重要無形文化財「長唄鳴物」（各個認

定）保持者）の薫陶を受け、研鑽を積んだ。昭和４４年に大学を卒業すると、中川
なかがわ

善
よし

雄
お

の芸名で演奏活動を始め、以後、長唄の演奏会をはじめ、歌舞伎公演や日本舞

踊公演に笛方として参加する一方、自身のリサイタルを開催するなど活躍し、卓越

した技量で存在感を示している。令和２年には重要無形文化財「長唄」（総合認定）
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保持者に認定され、同８年５月には二世藤舎秀蓬を襲名した。 

同人は、他の奏者との調和を保ち合奏に溶け込む柔軟性と、作品に対する深い解

釈をもってその曲調を豊かに表現する演奏技法で高く評価されており、斯界からの

信頼も厚い。その優れた演奏に対しては、芸術選奨文部科学大臣賞（音楽部門）ほ

か、多くの賞が贈られている。 

また同人は、自身の門弟はもとより東京芸術大学や金沢の花街において、長年に

わたり笛の指導を行うなど、後進の育成にも尽力している。 

以上のように、同人は長唄鳴物の技法を正しく体得し、かつ、これに精通すると

ともに、その技法を高度に体現している。 

 

④保持者の略歴 

昭和３３年 父・初世藤舎
とうしゃ

秀
しゅう

蓬
ほう

から笛の手ほどきを受け、初舞台 

同 ３５年 三世今
いま

藤
ふじ

長
ちょう

十
じゅう

郎
ろう

（重要無形文化財「長唄三味線」（各個認定）保持 

者）、今藤綾
あや

子
こ

（重要無形文化財「長唄三味線」（各個認定）保持者）、 

伯父・四世藤舎呂
ろ

船
せん

に師事 

同 ４０年 東京芸術大学音楽学部邦楽科に入学し、六世福原
ふくはら

百
ひゃく

之
の

助
すけ

（後の寶
たから

山
さん

 

左
ざ

衛
え

門
もん

、重要無形文化財「長唄鳴物」（各個認定）保持者）に師事 

同 ４４年 東京芸術大学音楽学部邦楽科卒業 

同   年 中川
なかがわ

善
よし

雄
お

の芸名で演奏活動を始める 

同 ５８年 三世市
いち

川
かわ

猿
えん

之
の

助
すけ

を座頭とした国内外の歌舞伎公演に参加 

同 ６３年 富山県南
なん

砺
と

市
し

城
じょう

端
はな

にて「長唄と笛の演奏会」（以後、多数開催） 

平成 ５年 坂東
ばんどう

玉
たま

三郎
さぶろう

舞踊公演に参加 

同  ９年 第１回リサイタル「中川善雄 笛の会」（以後、同１８年、同２７年開催） 

同 １３年 東京芸術大学音楽学部邦楽科非常勤講師（同２４年まで） 

同 １８年 第２６回伝統文化ポーラ賞優秀賞 

同 ２４年 東京芸術大学音楽学部邦楽科客員教授（同２７年まで） 

同 ２６年 第３５回松尾芸能賞優秀賞 

同   年 第４４回東燃ゼネラル音楽賞 

同 ２８年 平成２７年度（第６６回）芸術選奨文部科学大臣賞（音楽部門） 
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令和 ２年 重要無形文化財「長唄」（総合認定）保持者（現在に至る） 

同  ８年 二世藤舎秀蓬襲名 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

若
わか

林
ばやし

 英
えい

次
じ

（芸名 寶
たから

 山
さん

左
ざ

衛
え

門
もん

）（平成５年４月１５日指定・認定～同２２年８月７日認定解除）  

安
あ

倍
べ

 康
やす

仁
まさ

（芸名 堅
かた

田
だ

 喜
き

三
さ

久
く

）（平成１１年６月２１日認定～令和２年１２月１７日認定解除）  

中川
なかがわ

 勳
いさお

（芸名 藤
とう

舎
しゃ

 名
めい

生
しょう

）（令和元年１０月２５日認定～同８年２月４日指定・認定解除）  
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〔２．重要無形文化財の保持者の追加認定（各個認定）〕 

 

（芸能の部） 

 

１ 清元
きよもと

節
ぶし

浄
じょう

瑠
る

璃
り

  小柳
こやなぎ

 吉弘
よしひろ

（芸名 清元
きよもと

 美
よし

寿
じゅ

太夫
だ ゆ う

）   

「清元
きよもと

節
ぶし

浄
じょう

瑠
る

璃
り

」は、平成１５年７月１０日に重要無形文化財に指定され、現在、

保持者として佐
さ

川
がわ

好
よし

忠
ただ

（芸名 清元
きよもと

清
せい

寿
じゅ

太夫
だ ゆ う

）氏が認定されている。現保持者に加え

て、小柳氏を保持者として「追加認定」するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）重要無形文化財「清元
きよもと

節
ぶし

浄
じょう

瑠
る

璃
り

」について 

清元節は語り物の三味線音楽である浄瑠璃の一つで、１９世紀初めに初世清元延
えん

寿
じゅ

太夫
だ ゆ う

が始め、歌舞伎舞踊の伴奏音楽や素
す

浄
じょう

瑠
る

璃
り

として発展した。その特色は派手で軽

妙な点にあり、音楽的に多彩な内容を持っている。 

清元節浄瑠璃は清元節の語りで、高音を効果的に聞かせる独特の発声法や、細やか

な節回しを用いた高度な技法によって語るもので、清元節の特色を発揮しており、芸

術上特に価値が高く芸能史上も特に重要なものである。 

 

（小
こ

柳
やなぎ

 吉
よし

弘
ひろ

 氏） （演奏中の小柳氏） 
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（２）保持者の認定について 

①保持者 

氏  名 小
こ

柳
やなぎ

 吉
よし

弘
ひろ

（芸名 清元
きよもと

 美
よし

寿
じゅ

太夫
だ ゆ う

）  

生年月日 昭和１８年１月２９日（満８３歳） 

住  所 東京都中央区 

 

②保持者の特徴 

同人は、伝統的な清元
きよもと

節
ぶし

浄
じょう

瑠
る

璃
り

の技法を高度に体現し、斯界を代表する浄瑠璃方

の一人として活躍し、重要な位置を占めている。また、斯界の発展及び後進の指導・

育成にも尽力している。 

 

③保持者の概要 

同人は、昭和１８年、父・清
きよ

元
もと

若
わか

寿
じゅ

太夫
だ ゆ う

、母・清元延
のぶ

若
わか

福
ふく

の三男として東京に生

まれ、４歳の頃より両親から清元節の手ほどきを受けた。昭和３１年に六世清元延
えん

寿
じゅ

太夫
だ ゆ う

、三世清元栄
えい

次
じ

郎
ろう

（後の初世清元栄
えい

寿
じゅ

郎
ろう

、昭和３０年重要無形文化財「清元

節三味線」（各個認定）保持者）に師事し、本格的に清元節の修業を始め、同３４

年に清元美
よし

寿
じゅ

太夫
だ ゆ う

の名を許され、同年に初舞台を踏んだ。以後も研鑽に励み、三味

線方の兄・清元榮
えい

三
ぞう

（平成１５年重要無形文化財「清元節三味線」（各個認定）保

持者）や清元美
よし

治
じ

郎
ろう

と演奏会を主催するなど充実した舞台成果を世に示し、平成２

６年には、清元節が重要無形文化財に指定されるとともに、第一次の保持者（総合

認定）として認定された。 

同人は、作品内容の優れた解釈と、情感のこもった節回しや格調高い語りによっ

て、清元節の多彩で奥行きある世界を表現している。特に素
す

浄
じょう

瑠
る

璃
り

の演奏会や舞踊

の会での活躍は著しく、演奏家のみならず、多くの舞踊家などからの信頼も厚く、

斯界において欠かせない存在となっている。 

こうした同人の舞台活動に対しては、芸術選奨文部科学大臣賞（音楽部門）や日

本芸術院賞などが贈られている。また、斯界の要職を務めるなど、後進の指導・育

成にも尽力している。 

以上のように、同人は、清元節浄瑠璃の技法を正しく体得し、かつ、これに精通

しているとともに、その技法を高度に体現している。 
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④保持者の略歴 

昭和２２年 両親から清元節の手ほどきを受ける 

同 ３１年 六世清
きよ

元
もと

延
えん

寿
じゅ

太夫
だ ゆ う

、三世清元栄
えい

次
じ

郎
ろう

（後の初世清元栄
えい

寿
じゅ

郎
ろう

、重要無形

文化財「清元節三味線」（各個認定）保持者）に師事 

同 ３４年 清元美
よし

寿
じゅ

太夫
だ ゆ う

の名を許される 

同   年 「梅
うめ

川
がわ

」にて初舞台を務める 

同   年 「昔
むかし

噺
ばなし

桃
もも

太
た

郎
ろう

」にて歌舞伎の初舞台を務める 

同 ５２年 「夕
ゆう

顔
がお

棚
だな

」にて歌舞伎で初めて立
たて

語
がた

りを務める 

同 ６３年 第１回清栄会奨励賞 

平成 ４年 第１回清元美寿太夫・清元榮
えい

三
ぞう

演奏会 

同  ５年 平成４年度（第４７回）文化庁芸術祭音楽部門芸術祭賞 

同 １６年 清元協会理事（現在に至る） 

同 ２５年 第１回清元美寿太夫・清元美
よし

治
じ

郎
ろう

「二
に

人
にん

会
かい

」（以後、同２６年開催） 

同 ２６年 重要無形文化財「清元節」（総合認定）保持者（現在に至る） 

同 ２７年 平成２６年度（第６９回）文化庁芸術祭音楽部門大賞 

同   年 平成２６年度（第６５回）芸術選奨文部科学大臣賞（音楽部門） 

令和 ３年 第５１回ＥＮＥＯＳ音楽賞 

同  ５年 重要無形文化財「日本舞踊」（総合認定）保持者（現在に至る） 

同  ６年 旭日双光章 

同  ８年 令和７年度（第８２回）日本芸術院賞 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

柿
かき

澤
ざわ

 竹
たけ

蔵
ぞう

（芸名 清
きよ

元
もと

 志
し

寿
ず

太夫
たゆう

）（昭和３１年４月２４日指定・認定～平成１１年１月２日指定・認定解除） 

（現保持者） 

佐
さ

川
がわ

 好
よし

忠
ただ

（芸名 清元
きよもと

  清
せい

寿
じゅ

太夫
だゆう

）（平成１５年７月１０日指定・認定） 
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（工芸技術の部） 

 

１ 蒟醬
き ん ま

  藤田
ふ じ た

 正堂
まさどう

  

「蒟醬
き ん ま

」は、昭和６０年４月１３日に重要無形文化財に指定され、現在、保持者と

して山
やま

下
した

義
よし

人
と

氏、大谷
おおたに

早
はや

人
と

氏が認定されている。現保持者に加えて、藤田氏を保持者

として「追加認定」するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）重要無形文化財「蒟醬
き ん ま

」について 

蒟醬は、漆
しつ

芸
げい

の加飾技法の一つである。 

漆の塗面に剣
けん

と呼ばれる特殊な彫刻刀で模様を彫り、凹部に色
いろ

漆
うるし

等を埋め、研ぎ出

して意匠を表す。我が国では、江戸時代後期から現在の香川県高松市を中心に同技法

による制作が行われている。今日では、古来の線
せん

彫
ぼ

りに加え、点
てん

彫
ぼ

りや面
めん

彫
ぼ

りなど様々

な技法による多様な表現が行われており、主要な漆芸技法となっている。 

以上のように、蒟醬は、芸術上価値が高く、工芸史上重要な地位を占める技法であ

る。 

 

 

 

 

（制作中の藤田氏） （藤
ふじ

田
た

 正
まさ

堂
どう

 氏） 
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（２）保持者の認定について 

①保持者 

氏  名 藤田
ふ じ た

 正堂
まさどう

 

生年月日 昭和３３年８月２５日（満６７歳） 

住  所 青森県弘前市 

 

②保持者の特徴 

同人は、伝統的な蒟醬
き ん ま

の技法を高度に体得している。蒟醬に彫
ちょう

漆
しつ

を併用した作品

制作を得意とし、蒟醬の色彩による豊かな表現に、彫漆の凹凸ある塗面が生み出す

明暗表現などを取り入れ、蒟醬の表現の可能性を拓いた。蒟醬等の技法と効果への

深い理解に基づく作品は、日本伝統工芸展等で高く評価されている。また同人は、

若手作家の育成をするなど、後進の指導・育成に尽力している。 

 

③保持者の概要 

同人は、昭和３３年、青森県弘前市に生まれ、青森県工業試験場（現 地方独立

行政法人青森県産業技術センター弘前工業研究所）漆工課（現 デザイン部）で、

研修生として父・藤
ふじ

田
た

清
きよ

正
せ

から津
つ

軽
がる

塗
ぬり

や漆
しつ

芸
げい

の基礎について指導を受けた。その後、

昭和５４年から香川県漆芸研究所で蒟醬
き ん ま

や彫
ちょう

漆
しつ

を含めた漆芸技法を習得し、併せて

磯
いそ

井
い

正
まさ

美
み

（同６０年重要無形文化財「蒟醬」（各個認定）保持者）に師事して蒟醬

による作品制作について学んだ。昭和６０年に弘前市に帰郷した後は、公募展等に

作品を発表しながら技法・表現の研鑽を積み、蒟醬の技法を高度に体得した。 

同人は、乾漆
かんしつ

や桐
きり

の積層木地
き じ

を用いて特徴的な形の胎
たい

を自作し、下地工程の後、

漆を３０回程度塗り重ね、蒟醬に彫漆を併用した加飾を施す制作を得意としている。

このような加飾は、同人の蒟醬等の漆芸技法に対する柔軟な発想から生まれるもの

で、その手順も、彫漆を施した凹凸のある面に蒟醬を施す、蒟醬を施した面に彫漆

による凹凸を施すなど、作品によって使い分けられている。 

蒟醬は、色
いろ

漆
うるし

等を用いた非常に幅広い色彩表現が可能で、塗面が物理的に平滑に

仕上がる技法であるが、同人は、蒟醬の色彩による豊かな表現に、彫漆の凹凸ある

塗面が生み出す明暗表現などを取り入れることで、蒟醬の表現の可能性を拓いた。 

蒟醬等の技法と効果への深い理解に基づく作品は、器
き

形
けい

や各加飾等の造形を構成

する要素が互いに響き合い、水の流れや弘前城の石垣といった主題を効果的に表す
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もので、明快で品格のある作風は高く評価されている。 

同人は、日本伝統工芸展を中心に作品を発表しており、平成１４年の第４９回展

で東京都知事賞（優秀賞）を、同２４年の第５９回展で日本工芸会総裁賞（優秀賞）

を受賞し、同２５年には紫綬褒章を受章した。 

また同人は、自宅工房等で若手作家の育成をするほか、日本伝統工芸展の鑑査委

員を務めるなど、後進の指導・育成に尽力している。 

    以上のように、同人は、蒟醬の制作技法を高度に正しく体得しており、かつ、こ

れに精通している。 

 

④保持者の略歴 

昭和５３年 青森県工業試験場（現 地方独立行政法人青森県産業技術センター 

弘前工業研究所）漆工課（現 デザイン部）研修生（同５４年まで） 

   同 ５４年 香川県漆芸研究所特別研究生課程（同５６年まで） 

   同 ５６年 磯
いそ

井
い

正
まさ

美
み

（重要無形文化財「蒟醬」（各個認定）保持者）に師事 

（同５９年まで） 

   同 ５７年 香川県漆芸研究所研究員課程（同５９年まで） 

   同 ５９年 第３１回日本伝統工芸展初入選 

   同 ６０年 弘前市に帰郷 

   同 ６１年 青森県芸術文化奨励賞 

同 ６２年 社団法人日本工芸会（現 公益社団法人日本工芸会）正会員（現在に至る） 

平成１４年 第４９回日本伝統工芸展東京都知事賞（優秀賞） 

      作品「彫
ちょう

漆
しつ

蒟醬
き ん ま

流
りゅう

文
もん

盛
もり

器
き

」 

同 ２４年 第５９回日本伝統工芸展日本工芸会総裁賞（優秀賞） 

      作品「彫
ちょう

漆
しつ

蒟醬
き ん ま

蓋
ふた

物
もの

「律
りつ

」」 

同 ２５年 紫綬褒章 

同 ２６年 第６１回日本伝統工芸展第１次鑑査委員（以降、計４回歴任） 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

磯
いそ

井
い

 雪
ゆき

枝
え

（雅号 磯
いそ

井
い

 如真
じょしん

）（昭和３１年４月２４日指定・認定～同３９年８月２３日指定・認定解除） 
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磯
いそ

井
い

 正
まさ

美
み

（昭和６０年４月１３日指定・認定～令和５年９月２０日認定解除） 

太
おお

田
た

 儔
ひとし

（平成６年６月２７日認定～令和元年１１月１８日認定解除） 

（現保持者） 

山
やま

下
した

 義
よし

人
と

（平成２５年９月２６日認定） 

大
おお

谷
たに

 早
はや

人
と

（令和２年１０月９日認定） 
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２ 鍛
たん

金
きん

  三
み

好
よし

 光
みつ

正
まさ

（雅号 三
み

好
よし

 正
まさ

豊
とよ

） 

「鍛
たん

金
きん

」は、平成７年５月３１日に重要無形文化財に指定され、現在、保持者として 

奥
おく

山
やま

喜
き

藏
ぞう

（雅号 奥
おく

山
やま

峰
ほう

石
せき

）氏、玉
たま

川
がわ

宣
のり

夫
お

氏、大
おお

角
すみ

幸
ゆき

枝
え

氏が認定されている。現保持者

に加えて、三好氏を保持者として「追加認定」するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）重要無形文化財「鍛
たん

金
きん

」について 

鍛金は、金工分野の技法の一つで、金属の展延性
てんえんせい

を利用し、金属を金
かな

鎚
づち

や木
き

槌
づち

で打

つことによって器
き

物
ぶつ

を成
せい

形
けい

する技法である。古くから仏
ぶつ

具
ぐ

、武
ぶ

具
ぐ

、茶
ちゃ

器
き

等の製作に利

用されてきた。 

現代では金属素材の特色を生かし優れた制作活動を行う作家が輩出されている。 

以上のように、鍛金は、芸術上価値が高く、工芸史上重要な地位を占める技法であ

る。 

 

 

（２）保持者の認定について 

①保持者 

氏  名 三
み

好
よし

 光
みつ

正
まさ

（雅号 三
み

好
よし

 正
まさ

豊
とよ

） 

（三
み

好
よし

 光
みつ

正
まさ

 氏） （制作中の三好氏） 
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生年月日 昭和２６年６月８日（満７５歳） 

住  所 大阪府吹
すい

田
た

市
し

 

 

②保持者の特徴 

同人は、伝統的な鍛
たん

金
きん

の技法を高度に体得しており、左右対称の端
たん

正
せい

な形の鉢や水
みず

指
さし

等の制作を得意とし、その表面には形の美しさを引き立てる象
ぞう

嵌
がん

や鎚
つち

目
め

等の装飾を

施している。 

同人の作品は、鍛金の利点である堅
けん

牢
ろう

さ、軽量さを備える研ぎ澄まされた造形と、

その魅力を際立たせる装飾により、日本伝統工芸展等で受賞を重ねるなど、高く評価

されている。また、同人は、斯界の発展及び後進の指導・育成にも尽力している。 

 

③保持者の概要 

同人は昭和２６年に大阪府に生まれ、大阪市立工芸高等学校（現 大阪府立工芸高

等学校）金属工芸科（現 プロダクトデザイン科）を卒業後、金工関係の仕事をし

ていた父の紹介で、東京で銀
ぎん

器
き

を手がけていた早
はや

川
かわ

徳
とく

太
た

郎
ろう

、次いで京都で茶
ちゃ

道
どう

具
ぐ

を

手がけていた金工作家の田
た

中
なか

重
しげ

男
お

（雅号 田
た

中
なか

秀
しゅう

明
めい

）に師事した。同人は、田中の

下で約１０年間、茶道具の製作に携わり伝統的な鍛
たん

金
きん

技法を習得した。以来、同人

は鍛金技法について研究を続け、活発な制作活動を展開しながら技を錬磨し、高度

に体得して今日に至る。 

 同人は、地
じ

金
がね

作りから仕上げに至るまでの全工程を一貫制作している。同人の鍛

金技法は、自身で金属を配合し、湯
ゆ

床
どこ

吹
ぶ

きの技法により鋳
ちゅう

造
ぞう

した塊を地金とし、金
かな

鎚
づち

や木
き

槌
づち

を用いて、平らに打ち延ばす「鎚
つち

延
の

べ」、垂直方向に打ち延ばす「鎚
つち

上
あ

げ

（打
う

ち上
あ

げ）」、打ち縮める「絞
しぼ

り」等によって器
き

物
ぶつ

を成
せい

形
けい

するものである。表面

には象嵌
ぞうがん

などの装飾を施し、金属の色合いを効果的、かつ安定的に発色させるため

の表面処理や着色等の仕上げも自身で行い作品を完成させる。 

同人は、左右対称の端
たん

正
せい

な形の鉢や水指等の制作を得意としており、その優美な

輪郭線は、金鎚や木槌による的確かつ丁寧な鎚
つい

打
だ

によって形作られ、同時に厚みの

調整も行われている。口
こう

縁
えん

部
ぶ

の厚みを残しつつ、底
てい

部
ぶ

から胴
どう

部
ぶ

にかけての厚みを均

一に薄く打ち延ばすなどの調整を行うことで、同人の作品は、重厚感のある造形な

がら、実用に即した軽量さをも兼ね備えている。その表面に施される幾
き

何
か

学
がく

文
もん

様
よう

等

の象嵌や、繊細な鎚
つち

目
め

等の装飾は、形の美しさを更に引き立てている。 
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同人の作品は、鍛金の利点である堅
けん

牢
ろう

さ、軽量さを備える研ぎ澄まされた造形と 

その魅力を際立たせる装飾によって高く評価されている。 

同人は、日本伝統工芸展を中心に作品を発表しており、平成１１年の第４６回展

で東京都知事賞（優秀賞）を、同１３年の第４８回展で文部科学大臣賞（優秀賞）

を受賞し、同１８年には紫綬褒章を受章した。 

また同人は、平成１５年から令和７年まで大阪芸術大学において金属工芸の指導

に当たったほか、日本伝統工芸展の鑑査委員等を務め、後進の指導・育成にも尽力

している。このような同人の実績に対して、平成２６年には、大阪府指定無形文化

財「鍛金」の保持者に認定された。 

以上のように、同人は、鍛金の技法を高度に正しく体得しており、かつ、これに

精通している。 

④保持者の略歴

昭和４５年 大阪市立工芸高等学校（現 大阪府立工芸高等学校）金属工芸科（現 

プロダクトデザイン科）卒業 

同 ４６年 早
はや

川
かわ

徳
とく

太
た

郎
ろう

に師事（同４８年まで） 

同 ４９年 田
た

中
なか

重
しげ

男
お

（雅号 田
た

中
なか

秀
しゅう

明
めい

）に師事（同５９年まで） 

同 ５８年 第３０回日本伝統工芸展初入選 

同 ６２年 社団法人日本工芸会（現 公益社団法人日本工芸会）正会員（現在に至る） 

平成１１年 第４６回日本伝統工芸展東京都知事賞（優秀賞） 

作品「鍛
たん

黒
くろ

味
み

銅
どう

ロウ流
ながし

花
か

器
き

」（文化庁買上） 

同  １３年 第４８回日本伝統工芸展文部科学大臣賞（優秀賞） 

作品「鍛
たん

黄
おう

銅
どう

切
きり

嵌
ばめ

鑞
ろう

流
ながし

象
ぞう

嵌
がん

水
みず

指
さし

」（文化庁買上） 

同    年 文化庁芸術家在外研修（ミャンマー派遣）（同１４年まで） 

同 １５年 大阪芸術大学芸術学部工芸学科非常勤講師（同１９年まで） 

同 １７年 第５２回日本伝統工芸展第１次鑑査委員（以降、計５回歴任） 

同 １８年 紫綬褒章 

同 １９年 大阪芸術大学芸術学部工芸学科客員教授（令和７年まで） 

同 ２２年 社団法人日本工芸会（現 公益社団法人日本工芸会）監事（同２４年まで） 

同 ２４年 公益社団法人日本工芸会理事（同２８年まで） 
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同 ２６年 大阪府指定無形文化財「鍛金」保持者（現在に至る） 

同 ３０年 第６５回日本伝統工芸展第２次鑑査委員（以降、計２回歴任） 

令和 ７年 令和７年度文化の日の表彰（大阪府教育委員会表彰） 

 

（３）備考 

同分野の既認定者 

（死亡解除） 

関
せき

谷
や

 四
し

郎
ろう

（昭和５２年４月２５日指定・認定～平成６年１２月３日指定・認定解除） 

   田
た

口
ぐち

 壽
とし

恒
ちか

（平成１８年９月１５日認定～令和６年１月１４日認定解除） 

（現保持者） 

奥
おく

山
やま

 喜
き

藏
ぞう

（雅号 奥
おく

山
やま

 峰
ほう

石
せき

）（平成７年５月３１日指定・認定） 

玉
たま

川
がわ

 宣
のり

夫
お

（平成２２年９月６日認定） 

大
おお

角
すみ

 幸
ゆき

枝
え

（平成２７年１０月１日認定） 
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〔３．重要無形文化財の保持者の団体の構成員の追加認定（総合認定）〕 

 

１ 人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

文
ぶん

楽
らく

（人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

文
ぶん

楽
らく

座
ざ

座
ざ

員
いん

） 

 

「人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

文
ぶん

楽
らく

」は、昭和３０年５月１２日に重要無形文化財に指定され、その

保持者として人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

文
ぶん

楽
らく

座
ざ

座
ざ

員
いん

が総合的に認定され、令和８年７月１日時点で５

６名の保持者がいる。これらの保持者に加えて、１名を保持者の団体の構成員として「追

加認定」するものである。 

 

（１）保持者の団体の構成員の追加認定 

今回認定しようとする１名は、人形浄瑠璃文楽の技法を高度に体現し、重要無形文

化財「人形浄瑠璃文楽」の保持者としてふさわしい者であるので、重要無形文化財「人

形浄瑠璃文楽」の保持者の団体の構成員（人形浄瑠璃文楽座座員）として追加認定す

るものである。 

 

（２）備考 

追加認定の経過 

第 １次認定   ９９名  昭和３０年 ５月１２日 

第 ２次認定   １２名  昭和６２年 ４月２０日 

第 ３次認定    ４名  平成 ５年 ４月１５日 

第 ４次認定   １８名  平成１１年 ６月２１日 

第 ５次認定    ７名  平成１６年 ９月 ２日 

第 ６次認定    ３名  平成１９年 ９月 ６日 

第 ７次認定    ６名  平成２２年 ９月 ６日 

第 ８次認定    ４名  平成２６年１０月２３日 

第 ９次認定    ７名  平成２９年１０月 ２日 

第１０次認定    ５名  令和 ２年１０月 ９日 

第１１次認定    １名  令和 ５年１０月１８日 

                             通算１６６名 
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２ 能
のう

楽
がく

（一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

日
に

本
ほん

能
のう

楽
がく

会
かい

会員
かいいん

） 

 

「能
のう

楽
がく

」は、昭和３２年１２月４日に重要無形文化財に指定され、その保持者として

一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

日
に

本
ほん

能
のう

楽
がく

会
かい

会
かい

員
いん

が総合的に認定され、令和８年７月１日時点で５２９名の

保持者がいる。これらの保持者に加えて、３３名を保持者の団体の構成員として「追加

認定」するものである。 

 

（１）保持者の団体の構成員の追加認定 

今回認定しようとする３３名は、能楽の技法を高度に体現し、重要無形文化財「能

楽」の保持者としてふさわしい者であるので、重要無形文化財「能楽」の保持者の団

体の構成員（一般社団法人日本能楽会会員）として追加認定するものである。 

 

（２）備考 

追加認定の経過 

第 １次認定   ４０名  昭和３２年１２月 ４日 

第 ２次認定  １００名  昭和４０年 ４月２０日 

第 ３次認定   ３７名  昭和４２年 ５月３０日 

第 ４次認定   ４５名  昭和４７年 ５月１６日 

第 ５次認定  １１６名  昭和５０年 ５月２８日 

第 ６次認定   ６４名  昭和５３年 ５月３１日 

第 ７次認定   ６１名  昭和５７年 ５月２７日 

第 ８次認定   ６４名  昭和６１年 ４月２８日 

第 ９次認定   ７０名  平成 ３年１１月 １日 

第１０次認定   ５７名  平成１０年 ６月 ８日 

第１１次認定   ７２名  平成１３年 ７月１２日 

第１２次認定   ６７名  平成１６年 ９月 ２日 

第１３次認定   ２９名  平成１９年 ９月 ６日 

第１４次認定   ３３名  平成２３年 ９月 ５日 

第１５次認定   ６２名  平成２６年１０月２３日 

第１６次認定   ４５名  平成２９年１０月 ２日 

第１７次認定   ５１名  令和 ２年１０月 ９日 

第１８次認定   ４２名  令和 ５年１０月１８日 

                             通算１０５５名 
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３ 歌
か

舞
ぶ

伎
き

（一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

伝
でん

統
とう

歌
か

舞
ぶ

伎
き

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

） 

 

「歌舞伎
か ぶ き

」は、昭和４０年４月２０日に重要無形文化財に指定され、その保持者とし

て一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

伝
でん

統
とう

歌
か

舞
ぶ

伎
き

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

が総合的に認定され、令和８年７月１日時点で２

０５名の保持者がいる。これらの保持者に加えて、１０名を保持者の団体の構成員とし

て「追加認定」するものである。 

 

（１）保持者の団体の構成員の追加認定 

今回認定しようとする１０名は、歌舞伎の技法を高度に体現し、重要無形文化財「歌

舞伎」の保持者としてふさわしい者であるので、重要無形文化財「歌舞伎」の保持者

の団体の構成員（一般社団法人伝統歌舞伎保存会会員）として追加認定するものであ

る。 

 

（２）備考 

追加認定の経過 

第 １次認定   ９０名  昭和４０年 ４月２０日 

第 ２次認定   ５７名  昭和４７年 ５月２８日 

第 ３次認定   １９名  昭和４９年 ４月２６日 

第 ４次認定   ５３名  昭和５１年 ４月２５日 

第 ５次認定   ３１名  昭和５４年 ４月２３日 

第 ６次認定    ９名  昭和５６年 ３月２７日 

第 ７次認定    ７名  昭和５８年 ５月１０日 

第 ８次認定   １２名  平成 ２年 ４月１８日 

第 ９次認定   １６名  平成 ９年 ６月 ６日 

第１０次認定   ２４名  平成１３年 ７月１２日 

第１１次認定   ３１名  平成１７年 ８月３０日 

第１２次認定   ３６名  平成２１年 ９月 ２日 

第１３次認定   ２６名  平成２４年１０月 ４日 

第１４次認定    ９名  平成２７年１０月 １日 

第１５次認定   ２６名  平成３０年 ９月２５日 

第１６次認定   ３２名  令和 ５年１０月１８日 

                             通算４７８名 
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４ 組
くみ

踊
おどり

（一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

伝
でん

統
とう

組
くみ

踊
おどり

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

） 

 

「組
くみ

踊
おどり

」は、昭和４７年５月１５日に重要無形文化財に指定され、その保持者として

一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

伝
でん

統
とう

組
くみ

踊
おどり

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

が総合的に認定され、令和８年７月１日時点で７７名

の保持者がいる。これらの保持者に加えて、９名を保持者の団体の構成員として「追加

認定」するものである。 

 

（１）保持者の団体の構成員の追加認定 

今回認定しようとする９名は、組踊の技法を高度に体現し、重要無形文化財「組踊」

の保持者としてふさわしい者であるので、重要無形文化財「組踊」の保持者の団体の

構成員（一般社団法人伝統組踊保存会会員）として追加認定するものである。 

 

（２）備考 

追加認定の経過 

第 １次認定   １３名  昭和４７年 ５月１５日 

第 ２次認定   ３２名  昭和６１年 ４月２８日 

第 ３次認定   １９名  平成 ９年 ６月 ６日 

第 ４次認定   １４名  平成１３年 ７月１２日 

第 ５次認定   １３名  平成２０年 ９月１１日 

第 ６次認定   １４名  平成２７年１０月 １日 

第 ７次認定   １２名  令和 元年１０月２５日 

第 ８次認定   １２名  令和 ４年１０月３１日 

                             通算１２９名 
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５ 一
いっ

中
ちゅう

節
ぶし

（一
いっ

中
ちゅう

節
ぶし

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会員
かいいん

） 

 

「一
いっ

中
ちゅう

節
ぶし

」は、平成５年４月１５日に重要無形文化財に指定され、その保持者として

一
いっ

中
ちゅう

節
ぶし

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

が総合的に認定され、令和８年７月１日時点で１１名の保持者がい

る。これらの保持者に加えて、２名を保持者の団体の構成員として「追加認定」するも

のである。 

 

（１）保持者の団体の構成員の追加認定 

今回認定しようとする２名は、一中節の技法を高度に体現し、重要無形文化財「一

中節」の保持者としてふさわしい者であるので、重要無形文化財「一中節」の保持者

の団体の構成員（一中節保存会会員）として追加認定するものである。 

 

（２）備考 

追加認定の経過 

第 １次認定    ９名  平成 ５年 ４月１５日 

第 ２次認定    ６名  平成１１年 ６月２１日 

第 ３次認定    ２名  平成１４年 ７月 ８日 

第 ４次認定    １名  平成２４年１０月 ４日 

第 ５次認定    １名  令和 ３年１０月２８日 

第 ６次認定    ２名  令和 ５年１０月１８日 

                             通算 ２１名 
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６ 清
きよ

元
もと

節
ぶし

（清
きよ

元
もと

節
ぶし

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会員
かいいん

） 

 

「清元
きよもと

節
ぶし

」は、平成２６年１０月２３日に重要無形文化財に指定され、その保持者と

して清
きよ

元
もと

節
ぶし

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

が総合的に認定され、令和８年７月１日時点で１８名の保持者が

いる。これらの保持者に加えて、２名を保持者の団体の構成員として「追加認定」する

ものである。 

 

（１）保持者の団体の構成員の追加認定 

今回認定しようとする２名は、清元節の技法を高度に体現し、重要無形文化財「清

元節」の保持者としてふさわしい者であるので、重要無形文化財「清元節」の保持者

の団体の構成員（清元節保存会会員）として追加認定するものである。 

 

（２）備考 

追加認定の経過 

第 １次認定   ２０名  平成２６年１０月２３日 

第 ２次認定    ３名  平成２９年１０月 ２日 

第 ３次認定    １名  令和 ２年１０月 ９日 

第 ４次認定    ３名  令和 ５年１０月１８日 

                             通算 ２７名 
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７ 長
なが

唄
うた

（伝
でん

統
とう

長
なが

唄
うた

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会員
かいいん

） 

 

「長
なが

唄
うた

」は、平成２９年１０月２日に重要無形文化財に指定され、その保持者として

伝
でん

統
とう

長
なが

唄
うた

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

が総合的に認定され、令和８年７月１日時点で１０７名の保持者が

いる。これらの保持者に加えて、３１名を保持者の団体の構成員として「追加認定」す

るものである。 

 

（１）保持者の団体の構成員の追加認定 

今回認定しようとする３１名は、長唄の技法を高度に体現し、重要無形文化財「長

唄」の保持者としてふさわしい者であるので、重要無形文化財「長唄」の保持者の団

体の構成員（伝統長唄保存会会員）として追加認定するものである。 

 

（２）備考 

追加認定の経過 

第 １次認定   ６８名  平成２９年１０月 ２日 

第 ２次認定   ３１名  令和 ２年１０月 ９日 

第 ３次認定   ３６名  令和 ５年１０月１８日 

                             通算１３５名 
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８ 日
に

本
ほん

舞
ぶ

踊
よう

（日
に

本
ほん

舞
ぶ

踊
よう

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会員
かいいん

） 

 

「日
に

本
ほん

舞
ぶ

踊
よう

」は、令和５年１０月１８日に重要無形文化財に指定され、その保持者と

して日
に

本
ほん

舞
ぶ

踊
よう

保
ほ

存
ぞん

会
かい

会
かい

員
いん

が総合的に認定され、令和８年７月１日時点で５５名の保持者

がいる。これらの保持者に加えて、４５名を保持者の団体の構成員として「追加認定」

するものである。 

 

（１）保持者の団体の構成員の追加認定 

今回認定しようとする４５名は、日本舞踊の技法を高度に体現し、重要無形文化財

「日本舞踊」の保持者としてふさわしい者であるので、重要無形文化財「日本舞踊」

の保持者の団体の構成員（日本舞踊保存会会員）として追加認定するものである。 

 

（２）備考 

追加認定の経過 

第 １次認定   ５６名  令和 ５年１０月１８日 

                             通算 ５６名 
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Ⅲ．参考 

 

１．重要無形文化財（芸能・工芸技術の部）の指定及び保持者等の認定制度 

我が国の伝統的な芸能や工芸技術のうち、芸術上又は歴史上価値の高いものを重要無形

文化財として指定し、これらのわざの高度な体現者・体得者をその保持者又は保持団体と

して認定。 

（１）保持者 

①各個認定・・・重要無形文化財に指定されている芸能又は工芸技術を高度に体現・体

得している個人を認定。 

②総合認定・・・重要無形文化財に指定されている芸能を２人以上の者が一体となって

体現している場合に、これらの者が構成している団体の構成員を認定。 

（２）保持団体 

重要無形文化財に指定される工芸技術の性格上個人的特色が薄く、かつ、当該わざを

保持する者が多数いる場合には、これらの者が主たる構成員となっている団体を認定。 

 

２．指定・認定までの手続き 

毎年１回、重要無形文化財の保持者の死亡による認定の解除数、芸能及び工芸技術の分

野の実態等を踏まえて、有識者により構成する文化審議会の専門調査会における専門的な

調査検討を受けて、文化審議会の答申に基づき、文部科学大臣が保持者や保持団体の認定

を行っている。 
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３．重要無形文化財の指定件数と「保持者」及び「保持団体」の認定数 

（１）保持者（各個認定） 

①重要無形文化財の指定件数と「保持者（各個認定）」の認定数 

 区分 令和８年７月１日時点 今回の指定・認定 指定・認定後 

芸
能
の
部 

指定件数 ３７ １ ３８ 

保持者数 ５３ ２ ５５ 

工
芸
技
術
の
部 

指定件数 ３３ ― ３３ 

保持者数 ５３ ２ ５５ 

合
計 

指定件数 ７０ １ ７１ 

保持者数 １０６ ４ １１０ 

②「重要無形文化財保存特別助成金」の交付について 

重要無形文化財保持者（各個認定）には、技の錬磨向上及び伝承者養成のための経費

として、「重要無形文化財保存特別助成金」（１人年額２００万円）を交付している。 

 

（２）保持者（総合認定）及び保持団体 

①重要無形文化財の指定件数と「保持者の団体」数及び「保持団体」数 

 区分 令和８年７月１日時点 今回の指定・認定 指定・認定後 

芸
能
の
部 

指定件数 １５ - １５ 

保持者の団体数 １５ - １５ 

工
芸
技
術
の
部 

指定件数 １６ - １６ 

保持団体数 １６ - １６ 

②上記団体には、伝承者養成のための事業実施に必要な経費を補助している。 
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